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＜連絡先＞ 

         担当部署名  北広島市経済部農政課 
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         電話番号   011-372-3311 

         ＦＡＸ番号  011-372-0888 

         ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ   nousei@city.kitahiroshima.lg.jp 

  

mailto:nousei@city.kitahiroshima.lg.jp


１．対象鳥獣の種類、被害防止計画の期間及び対象地域 

対象鳥獣 エゾシカ、アライグマ、キツネ、鳥類、タヌキ、ヒグマ 

計画期間 令和８年度～令和１０年度 

対象地域 北海道北広島市（全域） 

 
 
２．鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止に関する基本的な方針 

 
（１）被害の現状（令和７年度） 

鳥獣の種類 
被害の現状 

品 目 被害面積 被害金額 

エゾシカ 

人参 

馬鈴薯 

ネギ 

カボチャ 

レタス 

大豆 

ブロッコリー 

大根 

牧草 

デントコーン 

水稲 

枝豆 

小豆 

    １．１７ｈａ 

 ０．８３ｈａ 

 ０．２１ｈａ 

１．３４ｈａ 

０．４３ｈａ 

２．５１ｈａ 

０．３３ｈａ 

０．３２ｈａ 

４．３ｈａ 

０．９７ｈａ 

０．３４ｈａ 

０．１８ｈａ 

０．０５ｈａ 

  ３，０６７千円 

  ２，６３８千円 

  ２，１５０千円 

  １，４６０千円 

１，４１４千円 

１，０７３千円 

１， ０２８千円 

９７８千円 

８３２千円 

６７８千円 

５１４千円 

４１０千円 

４１千円 

計 １２．９８ｈａ   １６，２８３千円 

アライグマ 

トマト 

デントコーン 

牧草 

スイートコーン 

 ０．０５ｈａ 

     ０．９１ｈａ 

      ２．４ｈａ 

     ０．２３ｈａ 

  １,２３５千円 

   ６３６千円 

   ４６４千円 

   ２３６千円 

計    ３．５９ｈａ ２,５７１千円 

キツネ 

スイートコーン      ０．４０ｈａ      ４０８千円 

計     ０．４０ｈａ      ４０８千円 

鳥類 

大豆 

スイカ 

レタス 

デントコーン 

大根 

ブロッコリー 

     ０．５５ｈａ 

０．１９ｈａ 

０．１８ｈａ 

０．１８ｈａ 

０．０９ｈａ 

０，０７ｈａ 

    ２３４千円 

  １，７６０千円 

    ５９３千円 

    １２５千円 

    ３０４千円 

    ２０８千円 

計     １．２６ｈａ   ３，２２４千円 

 タヌキ 

スイートコーン 

 
    ０．０３ｈａ     ３５千円 

計     ０．０３ｈａ     ３５千円 

ヒグマ 
農業被害 

生活環境被害 

局地的な小被害(食害)があるものの被害面積・ 

金額不明 

 合 計     １８．２６ｈａ  ２２，５２１千円 



 
 

（２）被害の傾向 

エゾシカ 

農作物の播種期から収穫期までの長期間にわたり市内全域で出没し、人

参、馬鈴薯、ネギなど農作物全般にわたる食害、踏み付け等の被害がある。

近年では、道路周辺での出没がみられ、車両との衝突事故が発生している。

農作物の被害は、エゾシカによるものが最も大きい。 

アライグマ 
6 月から 9 月頃まで、富ケ岡地区等でトマト、デントコーン等の被害があ

る。 

キツネ 7 月から 10 月頃まで、南の里地区等でスイートコーンの被害がある。 

鳥類 
4 月から 8 月頃まで、大曲地区等でスイートコーン、大根等の被害があ

る。 

タヌキ 5 月から 11 月頃まで、島松地区でスイートコーンの被害がある。 

ヒグマ 

5 月から 11 月頃まで、三島地区等で足跡・糞等の発見や目撃情報がある。 

また、市街地へ侵入した個体は、人的被害の危険性が増加するため、市街

地への侵入を事前に防止する必要がある。 

侵入した個体については、迅速に捕獲を行う。 

   

（３）被害の軽減目標 

指 標 
現状値（令和７年度） 

目標値（令和１０年度） 

現状値の３０％軽減 

被害面積 被害金額 被害面積 被害金額 

エゾシカ  12.98ha  16,283 千円  9.08ha    11,398 千円 

アライグマ   3.59ha    2,571 千円   2.51ha    1,799 千円 

キツネ   0.4ha    408 千円  0.28ha     285 千円 

鳥類   1.26ha  3,224 千円  0.88ha   2,256 千円 

タヌキ   0.03ha   35 千円 0.01ha    11 千円 

ヒグマ 人身事故ゼロを目標とする。 

合 計   18.26ha 22,521 千円  12.76ha    15,749 千円 

 

（４）従来講じてきた被害防止対策  

 従来講じてきた被害防止対策 課題 

捕
獲
等
に
関
す
る
取
組 

【エゾシカ】 

●北広島市鳥獣被害対策実施隊の銃器及びく

くりわな等による捕獲の実施。 

  

●北広島市営農指導対策協議会のくくりわな

による捕獲の実施。 

相当数（毎年 260 頭程度）を捕獲している

が、増加傾向にあり、被害がなかなか減少し

ない。 

エゾシカが出没する農地や森林が、民家や

道路、ゴルフ場等に近いことなどから銃器に

よる駆除は、制約があり限定的となっている。 

くくりわなについては、農業者の免許取得者

を増やし、自らわなを設置してエゾシカの捕

獲に取り組むことが求められる。 

【アライグマ】 

農家の要請に応じ、畑、納屋等で箱わなを

設置し、捕獲（市環境衛生課）を実施。 

相当数（毎年 270 頭程度）を捕獲している

が被害がなかなか減少しない。 

【キツネ】 

市及び農家の要請に応じ、北広島市鳥獣被

害防止対策実施隊による銃器での捕獲を実

施。           

相当数（毎年 15 頭程度）を捕獲しているが

被害がなかなか減少しない。 



【鳥類】          

市及び農家の要請に応じ、北広島市鳥獣被

害対策実施隊による銃器及び受託業者による

箱わなでの捕獲を実施。 

生活環境被害防止を含め、相当数（毎年 900

羽程度）を捕獲しているが被害がなかなか減

少しない。 

【タヌキ】 

 市及び農家の要請に応じ、北広島市鳥獣被

害防止対策実施隊による箱わな等による捕獲

の実施。 

タヌキによる農業被害が増えていることか

ら、箱わな等による捕獲が必要である。 

【ヒグマ】 

北広島市鳥獣被害対策実施隊の銃器及び箱

わなによる捕獲の実施。 

ヒグマが農地及び市街地に出没した場合に

は迅速な対応が必要となるが、銃器による駆

除、箱わなの設置場所が限定的である。 

 

防
護
柵
の
設
置
等 

に
関
す
る
取
組 

市の農業振興奨励事業として、主にエゾシカに
よる農業被害の防止を図るための電気牧柵設置
に係る費用の助成を行う。 
（市 1/3、農協（組合員のみ）1/3） 
 

令和５年度実績３件 
令和６年度実績１０件 
令和７年度実績８件 

防護柵は、広範囲にわた
る整備が必要なこと、費用
が嵩むこと、春先に防護柵
を設置し秋に撤去するな
ど管理労務の増加等の課
題がある。 

 
（５）今後の取組方針 

【エゾシカ】 
 銃器及びくくりわな、囲い罠による遠隔操作システムを導入し、捕獲数の増加を図
り被害の軽減に努める。 

また、ほ場への電気牧柵等の設置については、支援する。 
 

【アライグマ】 
 箱わなの設置による捕獲を実施する。 

【キツネ】 
銃器及び箱わなの設置による捕獲を実施する。 

【鳥類】 
銃器や箱わなによる捕獲を実施する。 

【タヌキ】 
箱わなの設置等による捕獲を実施する。 

【ヒグマ】 
 農業被害及び生活被害の可能性がある個体は、箱わなで捕獲する。緊急を要する個
体については、銃器で捕獲を行う。近隣市町村との連携を図り、被害の未然防止に努
める。 

 
３．対象鳥獣の捕獲等に関する事項 

 
（１）対象鳥獣の捕獲体制 

関係機関及び団体で構成する北広島市鳥獣被害防止対策協議会を設置し、情報交
換及び連携により効果的な捕獲に取り組み、有害鳥獣による農業被害を最小限にと
どめることに加え、人的被害を未然に防止する。 

 



（２）その他捕獲に関する事項 

 年度 対象鳥獣 取組内容 

令和８年度 
   ～ 
令和１０年度 

エゾシカ 
捕獲機材（くくり罠等）の更新・増設など、

協議会で効果的な捕獲体制の方策等について
検討を行い、捕獲頭数の増加を図る。 

 
（３）対象鳥獣の捕獲計画 

捕獲計画数等の設定の考え方 

近年の捕獲・駆除頭羽数に基づき設定する。 

 

対象鳥獣 
捕獲計画数等 

令和８年度 令和９年度 令和１０年度 

エゾシカ ３５０頭 ３５０頭 ３５０頭 

アライグマ 
外来生物法の対象鳥獣であることから、可能な限り捕獲するものと

し、特に計画数を設定しない。 

キツネ ３５頭 ３５頭 ３５頭 

鳥類 ９００羽 ９００羽 ９００羽 

タヌキ ３５頭 ３５頭 ３５頭 

ヒグマ 出没個体状況に応じて決定する。 

 

捕獲等の取組内容 

 捕獲予定場所は、北広島市内一円（エゾシカについては、北海道の鳥獣捕獲許可に
係る区域）とし、原則、「鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律施行
規則第７条第１項第７号」に規定する場所（鳥獣保護区、休猟区、社寺境内等）を除
く。 
 捕獲の実施予定時期は、冬期間の捕獲が見込めることから、１年を通して行うこと
とし、捕獲手段は銃器及びわな等により実施する。 

 
（４）許可権限移譲事項 

対象地域 対象鳥獣 

   無し 
 

 
４．防護柵の設置その他の対象鳥獣の捕獲以外の被害防止に関する事項 

 
（１）侵入防止柵の整備計画 

対象鳥獣 
整備内容 

令和８年度 令和９年度 令和１０年度 



エゾシカ 

侵入防止柵（電気牧柵）は、被害防止に大きな効果があること
から、被害状況の把握、先進地域の情報収集を行い侵入防止柵の
設置による効果的な活用を図る。 
市の農業振興奨励事業として、電気牧柵設置助成を実施する。 

 

（２）侵入防止柵の管理等に関する取組 

対象鳥獣 
取組内容 

令和８年度 令和９年度 令和１０年度 

エゾシカ  侵入防止柵を設置している農業者に適正管理を呼びかける 

 
（３）その他被害防止に関する取組 

年度 対象鳥獣 取組内容 

令和８年度 
～ 

令和１０年度 
エゾシカ 

また、冬季間において、国有林内など越冬しやすい特
定の場所に囲い罠を設置し、エゾシカの捕獲を実施
する。 
 

 
５．対象鳥獣による住民の生命、身体又は財産に係る被害が生じ、又は生じるおそれ 
  がある場合の対処に関する事項 
（１）関係機関等の役割 

関係機関の名称 役   割 

厚別警察署 
対象鳥獣出没時における人身事故防止及び安
全確保措置、通常のパトロール時における状況
把握等のほか、住民への注意喚起 

北広島市 

対象鳥獣出没時における関係機関への連絡及
び協力要請、安全確保対策、通常のパトロール
及び情報収集、その他住民への注意喚起の実施
等 

北広島広猟会 非常時の協力 

 
（２）緊急時の連絡体制 

 別図のとおり 

 
６．被害防止施策の実施体制に関する事項 

 
（１）協議会に関する事項 

協議会の名称 北広島市鳥獣被害防止対策協議会 

構成機関の名称 役  割 

北広島市 

協議会事務局の運営 
協議会構成団体との連絡調整 
鳥獣保護法に基づく捕獲許可申請事務 
鳥獣被害防止対策の実施等 

北広島広猟会 
鳥獣の捕獲の実施（銃器・くくりわな・囲い罠） 
鳥獣被害防止対策の実施及び協力等 

石狩農業改良普及センター 鳥獣被害防止に係る指導、助言等 



道央農業協同組合 
 恵庭・北広島営農センター 

各組合員からの鳥獣被害情報収集・提供等 

市内に所在するジビエ加工施設 ジビエ有効活用の推進 

農業者 
鳥獣被害防止対策への協力及び鳥獣に関する情報
提供（狩猟免許有資格者） 

 
（２）関係機関に関する事項 

関係機関の名称 役  割 

石狩振興局農務課 
鳥獣被害防止計画の策定指導 
鳥獣被害防止総合対策事業の指導 

石狩振興局環境生活課 鳥獣捕獲対策の窓口（捕獲許可等） 

厚別警察署 安全確保対策等の情報の共有 

北広島市営農指導対策協議会 

鳥獣被害防止対策実施等 
※構成機関 

   道央農業協同組合、北海道 NOSAI、北広島
市農業委員会、石狩農業改良普及センタ
ー、北広島市 

 
（３）鳥獣被害対策実施隊に関する事項 

 北広島市鳥獣被害対策実施隊設置要綱（平成 27 年 3 月制定）により、平成 27 年 4
月に実施隊を設置し、44 名の隊員で構成している。主な活動内容は、北広島市鳥獣
被害防止計画に基づく対象鳥獣の捕獲等のほか、鳥獣被害防止対策に関することを
行う。 

  
（４）その他被害防止施策の実施体制に関する事項 

近隣市町等と情報交換を行い、対象鳥獣の生息や行動の把握等の情報を共有する。 

  
７．捕獲等をした対象鳥獣の処理に関する事項 

 捕獲した個体又は残滓は、関係法令を遵守し、埋却等による処分を行う。ただし、
エゾシカについては、できる限り食肉資源として有効活用を図り、食用に適さない個
体については廃棄物処理施設にて処分する。 

  
 

８．その他被害防止施策の実施に関し必要な事項 

 北広島市鳥獣被害防止対策協議会において、被害状況等の情報を共有し、関係機関
相互の協力のもと鳥獣被害防止に努めることとする。 

  
  ９．捕獲等をした対象鳥獣の処理に関する事項 



 
【エゾシカ】 

食肉処理施設と連携し、食肉資源として有効活用を図ることとし、食用に適さない
個体については、廃棄物処理施設で埋却処理とする。 
 
【キツネ】 

廃棄物処理施設で焼却処理とする。 
 
【アライグマ】 

廃棄物処理施設で焼却処理とする。 
 
【鳥類】 

廃棄物処理施設で焼却処理とする。 
 

【タヌキ】 
廃棄物処理施設で焼却処理とする。 

 
【ヒグマ】 

必要に応じ、検体等を大学の学術研究機関等に提供する。 
 

１０．捕獲等をした対象鳥獣の食品としての利用等に関する事項 
捕獲したエゾシカについては、食肉資源として食肉処理施設と連携し、できる限

り有効活用を図る。食肉として活用する際には、北海道が作成した「エゾシカ衛生
処理マニュアル」及び農林水産省が監修する「【改訂版】野生鳥獣被害防止マニュア
ル(捕獲鳥獣の食肉等利活用(処理)の手法)」に準拠した衛生管理を行い、食肉とし
ての安全性を確保する。 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 



北広島市鳥獣被害防止連絡体制図 
 

 

 

  

                      夜間・休日 372-3311 

（市当直室） 
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【北広島市役所】 

経済部農政課  市民環境部環境衛生課 

電話 372-3311 電話  372-3311 

FAX  372-0888  FAX  372-6188 

【厚別警察署】 
地域課 
電話 896-0110 
FAX 893-3200 

【北広島市役所】 

総務部危機管理課 

電話 372-3311 

FAX  373-2903 

 

【北広島広猟会】  
宮腰会長  

    福島総務部長 

 

【道央農業協同組合恵庭 

・北広島営農センター】 

 電話  372-3175 

 FAX  372-2953 

【石狩振興局】 

産業振興部農務課   保健環境部環境生活課 

電話  204-5844    電話 204-5824    

FAX   232-1157    FAX  232-1156 

 

【石狩農業改良普及センター】 

電話 0123-36-8083 

 FAX  0123-36-5057 


